

































































































た。1919 年 2 月 8 日，李光洙が起草した独立宣言書が東京・神田の YMCA で発表された。ひそか
に朝鮮半島に伝えられ，キリスト教，天道教を中心とした 33 人のいわゆる民族代表が署名した独
立宣言書が大量に印刷されて全国に発送された。その伝達と運動の展開には宗教団体や学生などが
大きな役割を果たした。3 月 1 日，民族代表は，抜きがたい愚民観をもつがゆえに民衆の暴力化を
おそれて早々に運動から離脱したが，その後ソウルでは学生を中心に，太極旗を掲げた独立万歳の
示威運動がパゴダ公園から市中へと広がっていった。続いて，民族代表の多くの出身地域である平
安南北道，黄海道，咸鏡南北道の各主要都市で運動が勃発した。さらに，3 月 10 日前後には南朝
鮮地域へと波及していき，その後，朝鮮全土に拡大するだけでなく，中国等へも運動が広がって
いった。



















ク騒擾区域ニ止メ」る方針を示していたが，3 月 10 日を過ぎるころには「軍隊ノ使用ヲ積極的ニ騒
擾区域外ニモ及」ぼすようになった（11）。さらに日本政府は，4 月 4 日の閣議で，運動を鎮圧するた
めに日本内地より歩兵 6 大隊，憲兵約 65 名，補助憲兵として歩兵約 350 名を朝鮮に派兵すること
を決定した（12）。こうして増強された軍事力をもとに日本は運動の弾圧を強めていく。京畿道水原郡
で教会に集合させたキリスト教徒や天道教徒を日本軍が銃撃したのちに焼死させた堤岩里事件はつ
とに有名であるが，各地で虐殺事件を含む弾圧が繰り広げられた。朴殷植によれば，3 月 1 日から

































































































　　 なお，李一甲は 1919 年 6 月 28 日付で，大邱地方法院において笞 90 の判決を受けた。「独立運動関連判決文」












































































































































京畿道内で「暴民ノ最モ暴行ヲ逞フセシ」（52）ものと評された安城で 3 月 30 日から始まった示威運












































られるのは 2 つの可能性である。1 つは，実際には排除事例が起こったが，史料的制約から確認で
きないという可能性である。もう 1 つは，三・一独立運動時には，社会的排除が実際に起きなかっ


















（57）　車賎者「白丁社会의 暗澹한 生活状을 挙論하여 衡平戦線의 統一을 促함」『開闢』49，1924 年 7 月，pp.41‐44。
（58）　前掲『高等警察関係摘録』p.28。
